
産
業
再
生
機
構
の
産
業
再
生

委
員
長
を
務
め
た
経
験
か
ら
申

し
ま
す
と
、
特
に
第
三
セ
ク
タ

ー（
三
セ
ク
）の
再
生
に
関
し
て

は
、
政
府
が
後
ろ

だ
て
に
な
っ
た
公

的
機
関
が
進
め
る

意
義
は
大
き
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

地
方
議
会
の
承
認

が
必
要
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
難
し

い
問
題
が
あ
る
か
ら
で
す
。

地
方
公
共
団
体（
地
公
体
）

が
二
五
％
以
上
出
資
し
て
い

る
三
セ
ク
は
六
千
以
上
あ
り
、

う
ち
赤
字
三
セ
ク
は
〇
七
年

度
末
で
約
二
千
で
す
。
こ
の
他

に
、
地
公
体
か
ら
の
補
助
金
が

な
い
と
赤
字
に
な
る
三
セ
ク
が

実
は
約
三
千
も
あ
る
。
既
に

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。
事

業
再
生
の
た
め
に
は
や
は
り

Ｍ
＆
Ａ
が
一
番
い
い
。
新
し
い

出
資
者
に
お
金
を
出
し
て
も
ら

う
に
は
Ｍ
＆
Ａ
を
や
る
し
か
な

い
。そ
れ
が
事
業
再
生
の
鉄
則
。

地
公
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
続
く

特
定
調
停
で
は
本
当
の
再
建

は
で
き
ま
せ
ん
。

赤
字
が
隠
れ
て
い
る
三
セ
ク

の
典
型
は
地
方
鉄
道
で
す
が
、

地
元
の
足
を
確
保
す
る
と
い
う

意
味
で
民
営
化
は
難
し
い
面
も

あ
り
、
こ
の
場
合
は
民
間
の
タ

ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
・
マ
ネ
ジ
ャ

ー
（
企
業
再
建
人
）
を
派
遣
し

て
経
営
改
善
す
る
だ
け
で
も
か

な
り
違
う
で
し

ょ
う
。

各
地
に
立
派

な
ビ
ル
や
会
議

場
、
レ
ジ
ャ
ー

施
設
な
ど
が
あ

り
、
民
間
人
の
感
覚
で
や
れ
ば

か
な
り
経
営
改
善
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
セ
ク
は
問
題
点
が
共
通
で
、

一
斉
に
や
る
と
効
果
が
上
が
り

ま
す
。
全
国
の
三
セ
ク
を
お
忍

び
で
回
っ
て
み
て
の
実
感
で
す
。

地
方
財
政
健
全
化
法
が
で
き
、

連
結
決
算
で
の
情
報
開
示
が
進

み
ま
す
の
で
、
損
失
補
償
契
約

な
ど
の
潜
在
債
務
が
顕
在
化
し

て
き
ま
す
。
地
域
力
再
生
機
構

で
は
、
個
別
事
業
の
再
生
を
中

心
と
し
て
地
域
活
性
化
に
資
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
再
生
、
Ｍ
＆
Ａ
案
件
に

多
く
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
第

三
セ
ク
タ
ー
の
再
生
に
は
特
殊

性
が
あ
り
ま
す
。

企
業
再
生
に
お

い
て
、
ま
ず
検
討

す
べ
き
は
、
当
該

事
業
を
継
続
し
て

再
建
す
べ
き
か
、

又
は
清
算
す
べ
き
か
と
い
う
点

で
す
。
一
般
論
で
は
継
続
企
業

価
値
が
清
算
価
値
を
上
回
れ
ば

再
建
す
べ
き
で
す
。
た
だ
、
三

セ
ク
の
場
合
は
、
更
に
事
業
の

公
共
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
鉄
道
な
ど

の
交
通
機
関
に
つ
い
て
は
高
度

の
公
共
性
が
あ
る
の
で
、
あ
る

程
度
収
益
性
に
は
目
を
つ
ぶ
っ

て
事
業
継
続
せ
ざ
る
を
得
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

次
に
、
債
務
整
理
手
続
の
選

択
に
つ
い
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー

の
再
生
に
お
い
て
は
透
明
性
・

公
正
性
が
強
く
要
求
さ
れ
ま

す
。
こ
の
点
で
は
法
的
整
理
が

一
番
優
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

多
数
決
で
強
制
的
債
権
カ
ッ
ト

が
で
き
る
た
め
、
自
治
体
に
過

大
な
負
担
の
し
わ
寄
せ
が
来
る

こ
と
を
防
ぎ
や
す
く
な
り
ま
す
。

も
っ
と
も
、

自
治
体
が
金
融

債
権
者
と
締
結

し
て
い
る
損
失

補
償
契
約
は
、

第
三
セ
ク
タ
ー

の
法
的
整
理
に
よ
っ
て
影
響
を

受
け
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
手
法
と
し
て
、
特
定
調

停
手
続
に
よ
っ
て
双
方
の
協
議

の
場
を
設
け
る
と
い
う
方
法
も

一
定
の
有
効
性
が
あ
り
ま
す
。

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
第
三
セ
ク
タ

ー
再
生
に
は
、
公
共
性
を
持
つ

事
業
の
維
持
、
地
域
の
活
性
化

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
多
々
あ

り
ま
す
。
損
失
補
償
問
題
は
別

と
し
て
、
自
治
体
財
政
か
ら
の

リ
ス
ク
も
早
期
に
遮
断
で
き
ま

す
。
特
に
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ
コ

も
の
」
で
は
な
い
事
業
の
場

合
、
単
な
る
不
動
産
譲
渡
で
は

な
く
、
Ｍ
＆
Ａ
を
通
じ
た
再
生

が
有
効
で
す
が
、
事
業
の
公
共

性
を
維
持
で
き
る
ス
ポ
ン
サ
ー

探
し
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
し

ょ
う
。

ま
ず
、
公
的
セ
ク
タ
ー
は
全

体
的
に
膨
大
な
規
模
の
不
動
産

を
所
有
し
て
い
ま
す
が
、
財
務

状
況
が
切
迫
し
て
い
る
自
治
体

や
第
三
セ
ク
タ
ー

な
ど
も
多
く
、
資

産
の
処
分
目
標
な

ど
行
政
も
改
善
方

針
を
打
ち
出
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
地
域
力
再
生
機
構
の
設
立

な
ど
積
極
的
な
対
策
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
再
建
に
お
け
る

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
不
動
産

流
動
化
で
は
、
遊
休
不
動
産
の

売
却
、
資
産
の
評
価
替
え
な
ど

で
弊
社
も
お
役
に
立
て
る
と
思

い
ま
す
。
不
動
産
に
絡
ん
だ
再

生
手
法
に
は
、
公
設
民
営
・
Ｐ

Ｆ
Ｉ
や
、
セ
ー
ル
ス
＆
リ
ー
ス

バ
ッ
ク
、
民
営
化
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
の
再
生
手
法

に
せ
よ
、
民
間
専
門
家
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
は
有
効

な
手
段
で
す
。
例
え
ば
不
動
産

の
売
却
戦
略
の
策
定
で
は
透
明

性
と
競
争
性
を
保
つ
こ
と
と
、

最
有
効
利
用
者
を
把
握
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

様
々
な
要
素
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
的
確
な
戦
略
を
練
る
に
は

民
間
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
重

要
と
い
え
ま
す
。
実
際
、
弊
社

で
は
夕
張
市
か
ら
不
動
産
売
却

戦
略
や
ポ
ー
ト
フ

ォ
ー
リ
オ
策
定
に

関
す
る
協
議
を
受

託
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今

後
の
課
題
と
し

て
海
外
マ
ネ
ー
の
日
本
へ
の
流

入
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
外
国
資

本
に
よ
る
買
収
で
ニ
セ
コ
町
の

ス
キ
ー
場
、
福
島
県
の
ゴ
ル
フ

場
な
ど
で
外
国
人
観
光
客
が
大

幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
事
業
再

生
の
分
野
で
は
国
内
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
み
に
頼
る
こ
と
に
も
限

界
が
あ
り
、
海
外
投
資
家
が
投

資
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
も
、

第
三
セ
ク
タ
ー
再
生
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
と
提

言
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
三
セ
ク
タ
ー
は
一
九
八
〇

年
代
、
財
政
再
建
を
進
め
る
中
、

内
需
拡
大
の
た
め
民
間
資
金
を

使
っ
て
公
共
事
業
的

な
事
業
を
行
う
手
法

と
し
て
全
国
各
地
で

設
立
が
相
次
ぎ
ま

し
た
が
、
事
業
見
通

し
の
甘
さ
に
よ
る
経

営
悪
化
、
指
定
管
理
者
制
度
な

ど
三
セ
ク
以
外
の
手
法
の
導
入

な
ど
が
あ
り
、
現
在
、
そ
の
存

在
意
義
は
薄
ら
い
で
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
既
存
の
第

三
セ
ク
タ
ー
に
は
公
共
性
と
効

率
性
、
雇
用
の
創
出
、
地
域
振

興
と
い
う
意
義
が
あ
り
、
経
営

悪
化
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
全

て
を
破
綻
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

く
、
シ
ー
ガ
イ
ア
の
よ
う
に
民

間
が
買
収
し
、
黒
字
転
換
し
た

と
こ
ろ
も
あ
る
な
ど
第
三
セ
ク

タ
ー
の
処
理
、
再
生
に
は
様
々

な
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
中
、
財
政
健
全
化
法

が
ス
タ
ー
ト
し
、
経
営
悪
化
し

て
い
る
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
対

応
は
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、

も
は
や
先
送
り
で
き
な
い
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
地
域
力
再
生

機
構
に
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
社
が

三
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
れ
ば
、
機
構

の
活
用
を
考
え

て
い
る
と
こ
ろ

が
百
十
二
企
業

あ
る
も
の
の
、

一
般
的
に
は
自

治
体
の
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
改

善
の
危
機
意
識
が
乏
し
く
、
機

構
の
効
果
も
「
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
回
答
が
圧
倒
的
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
三
セ
ク

タ
ー
の
見
直
し
は
必
至
で
、
官

民
の
役
割
の
変
化
を
踏
ま
え
、

時
代
に
応
じ
た
意
義
を
見
直
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域

力
再
生
機
構
を
有
効
に
活
用

し
、
民
間
売
却
、
Ｍ
＆
Ａ
、
第

三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
統
合
、
清

算
な
ど
を
行
っ
て
い
く
べ
き
と

考
え
ま
す
。

秋
池

本
日
は
第
三
セ
ク
タ

ー
の
あ
り
方
を
見
直
す
時
代
が

来
た
の
で
は
な
い
か
、
今
後
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
、
そ
れ
に
は

ど
の
よ
う
な
手
法
が
あ
る
か
に

つ
い
て
議
論
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
、
地
域
再
生
と
の
関

わ
り
か
ら
お
話
し
く
だ
さ
い
。

藤
原

私
は
十
数
年
以
上

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
三

セ
ク
再
生
の
ポ
イ
ン
ト
は
二

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
経

営
陣
を
代
え
る
こ
と
、
二
つ

目
は
自
治
体
の
追
加
損
失
を

出
さ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の

意
味
で
Ｍ
＆
Ａ
を
利
用
し
た

再
生
は
必
要
で
す
。

た
だ
、
一
般
の
Ｍ
＆
Ａ
は
人

と
取
引
と
物
を
一
体
的
に
購

入
し
ま
す
が
、
三
セ
ク
の
場
合
、

実
質
は
資
産
譲
渡
と
い
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
高
い
価
格
で
買

っ
て
く
れ
る
ス
ポ
ン
サ
ー
を
見

つ
け
る
と
同
時
に
、
公
共
性
の

観
点
か
ら
不
適
切
な
ス
ポ
ン
サ

ー
を
排
除
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。築

尾

私
は
不
動
産
事
業
者

の
立
場
で
地
方
中
核
企
業
の
事

業
再
生
に
伴
う
資
産
処
分
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
不
動

産
業
を
通
し
て
地
方
の
経
済
を

見
る
限
り
、
大
都
市
圏
以
外
の

地
域
で
は
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る

地
価
の
下
落
が
回
復
し
て
い
な

い
様
子
が
見
て
取
れ
ま
す
。

三
セ
ク
は
、
バ
ブ
ル
期
前
後

の
計
画
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

も
の
が
多
く
、
現
在
の
状
況
と

は
か
け
離
れ
て
い
る
も
の
が
大

半
と
思
わ
れ
ま
す
。
事
業
の
抜

本
的
見
直
し
や
施
設
の
廃
止
、

事
業
、
資
産
の
売
却
を
検
討
す

る
こ
と
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

日
吉

私
は
十
数
年
、
三
セ

ク
設
立
や
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
経
験
か
ら
い
う
と
、
三
セ

ク
の
多
く
は
地
方
自
治
体
の
支

援
な
く
し
て
は
経
営
が
成
り
立

た
な
い
状
況
が
定
着
し
て
い
ま

す
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
効
率
性

の
両
立
に
も
限
界
が
あ
り
ま

す
。
不
振
の
原
因
は
安
易
な
需

要
予
測
と
コ
ス
ト
意
識
の
低

さ
、
各
主
体
の
役
割
分
担
・
責

任
分
担
の
不
明
確
さ
、
経
営
者

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
如
、
金
融

機
関
の
安
易
な
融
資
な
ど
に
あ

り
ま
す
。

現
在
は
三
セ
ク
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
領
域
が
非
常
に
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
三
セ

ク
の
再
生
手
法
と
し
て
は
民
間

売
却
、
事
業
譲
渡
、
廃
止
な
ど

が
基
本
線
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

秋
池

財
政
健
全
化
法
が
施

行
さ
れ
よ
う
と
い
う
中
で
、
現

在
、
地
域
力
再
生
機
構
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
法
案
は

通
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ

う
な
期
待
を
し
て
い
る
か
、
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き

か
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

藤
原

高
木
先
生
に
二
つ
質

問
が
ご
ざ
い
ま
す
。
一
つ
は
地

域
力
再
生
機
構
が
ど
の
程
度
、

地
方
の
中
堅
・
中
小
企
業
を
支

援
で
き
る
の
か
、
も
う
一
つ
は

損
失
補
償
契
約
や
個
人
保
証
に

適
切
な
解
決
策
が
あ
る
か
で

す
。高

木

地
域
力
再
生
機
構
の

最
終
報
告
で
は
半
分
は
民
間
、

半
分
は
三
セ
ク
と
な
っ
て
い
ま

す
。
中
小
企
業
は
中
小
企
業
庁

の
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

に
ま
か
せ
、
中
堅
中
規
模
企
業

は
機
構
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
数
は
は
っ
き
り
し
ま
せ

ん
。
個
人
保
証
は
機
構
が
債
権

を
買
い
取
っ
た
段
階
で
解
放
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

損
失
補
償
債
務
は
二
十
―
三
十

年
か
か
っ
て
払
う
こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う
が
、
と
り
あ
え
ず

は
非
分
類
債
権
と
い
う
扱
い
に

な
る
で
し
ょ
う
。

築
尾

不
動
産
売
却
を
進
め

る
立
場
で
は
、
複
雑
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
調
整
は
必
須
で

す
。
不
動
産
の
価
格
は
時
間
に

よ
り
変
化
す
る
た
め
、
い
か
に

速
や
か
に
問
題
解
決
す
る
か

は
、
条
件
の
良
い
購
入
者
を
見

い
だ
す
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
な

り
ま
す
。産
業
再
生
機
構
同
様
、

地
域
力
再
生
機
構
も
主
導
的
立

場
と
し
て
重
要
な
役
割
に
な
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

日
吉

財
政
健
全
化
法
に

よ
る
将
来
負
担
比
率
の
導
入

が
自
治
体
の
三
セ
ク
に
対
す

る
ス
タ
ン
ス
に
劇
的
変
化
を

も
た
ら
す
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
セ
ク
の
経
営
に
も
メ
ス
を

入
れ
る
必
要
が
出
て
き
ま
す

の
で
、
受
け
皿
と
し
て
の
地

域
力
再
生
機
構
へ
の
期
待
は

財
政
健
全
化
と
い
う
面
か
ら

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

回
収
期
間
が
長
期
に
渡
る
再

生
可
能
な
三
セ
ク
、
地
域
に
必
要

な
三
セ
ク
の
再
生
な
ど
、
民
間

の
フ
ァ
ン
ド
で
は
出
来
な
い
も
の

に
つ
い
て
、
機
構
の
果
た
す
役

割
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

機
構
は
、
財
政
的
な
処
理
だ
け

で
な
く
再
生
ス
キ
ー
ム
を
作
っ

て
、
調
整
機
能
も
発
揮
し
て
も

ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋
池

最
後
に
地
方
の
活
性

化
や
自
治
体
の
財
政
健
全
化
に

Ｍ
＆
Ａ
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
せ
る
の
か
、
お
聞
き
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

藤
原

三
セ
ク
の
継
続
か
廃

業
か
早
期
に
方
向
性
を
決
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
再
生
の
局

面
で
法
的
整
理
を
積
極
的
に
活

用
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
法
的
整

理
で
も
私
的
整
理
類
似
の
解
決

も
事
実
上
可
能
で
す
。
問
題
を

先
送
り
せ
ず
、
二
次
損
失
を
回

避
す
る
う
え
で
、
Ｍ
＆
Ａ
の
活

用
も
非
常
に
重
要
で
す
。

築
尾

三
セ
ク
の
中
で
も
、

事
業
の
公
共
性
が
低
く
、
経
営

を
民
間
に
委
ね
る
こ
と
で
事
業

採
算
を
見
込
め
る
も
の
は
Ｍ
＆

Ａ
も
可
能
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
経
済
合
理
性
を
中
心
に
考

え
る
と
、
事
業
と
不
動
産
を
分

離
し
て
売
却
す
る
こ
と
や
、
単

純
に
不
動
産
と
し
て
売
却
す
る

こ
と
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

日
吉

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
地
方

の
活
性
化
は
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
分

野
や
中
心
市
街
地
の
商
業
ビ
ル

再
生
に
は
有
望
と
考
え
て
い
ま

す
。
た
だ
、
Ｍ
＆
Ａ
は
事
業
性

が
な
け
れ
ば
手
法
と
し
て
俎
上

（
そ
じ
ょ
う
）
に
上
が
ら
な
い

た
め
、
必
ず
し
も
再
生
の
切
り

札
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
三
セ
ク

の
再
生
が
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
い
う
目
的
意
識
を
持
っ

て
手
法
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

秋
池

地
方
の
活
性
化
は
待

っ
た
な
し
の
テ
ー
マ
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
経
済
合
理
性
を
中

心
に
考
え
て
い
く
こ
と
、
三
セ

ク
関
係
者
に
再
生
や
Ｍ
＆
Ａ
へ

の
理
解
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と

が
非
常
に
重
要
で
す
。
そ
れ
ら

の
点
で
地
域
力
再
生
機
構
の
役

割
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

厳
し
さ
を
増
す
地
方
財
政
。
二
〇
〇
八
年
度
決
算
か
ら
連
結
で
財
務
状
況
を
判
断
す

る「
地
方
財
政
健
全
化
法
」が
適
用
さ
れ
、
自
治
体
が
か
ら
む
ビ
ジ
ネ
ス
も
本
格
的
な
改

革
を
迫
ら
れ
る
。
日
本
経
済
新
聞
社
は
、
こ
の
ほ
ど
日
経
産
業
新
聞
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

０
８「
地
方
自
治
体
財
政
再
建
の
た
め
の
第
三
セ
ク
タ
ー
再
生
と
Ｍ
＆
Ａ
戦
略
」（
協
賛

＝
森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務
所
、
東
急
リ
バ
ブ
ル
、
日
本
総
合
研
究
所
、
後
援
＝
内
閣
府
）

を
開
催
し
、
対
応
策
と
、
新
た
な
展
望
を
開
く
道
を
探
っ
た
。

自治体財政再建にＭ＆Ａ戦略を自治体財政再建にＭ＆Ａ戦略を自治体財政再建にＭ＆Ａ戦略を自治体財政再建にＭ＆Ａ戦略を自治体財政再建にＭ＆Ａ戦略を自治体財政再建にＭ＆Ａ戦略を自治体財政再建にＭ＆Ａ戦略を自治体財政再建にＭ＆Ａ戦略を自治体財政再建にＭ＆Ａ戦略を

日
吉
　
　
淳 

氏

日
本
総
合
研
究
所
　
総
合
研
究
部
門

地
域
経
営
戦
略
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

藤
原
総
一
郎 

氏

森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務
所

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

●
パ
ネ
リ
ス
ト

秋
池
　
玲
子 

氏

ボ
ス
ト
ン 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

グ
ル
ー
プ

パ
ー
ト
ナ
ー
＆
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

築
尾
　
憲
治 

氏

東
急
リ
バ
ブ
ル
　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

第
五
部
　
Ｐ 

Ｔ（
Ｂ
）グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー .

高 木 氏

日 吉 氏

秋 池 氏

藤 原 氏

築 尾 氏 東 氏

持 永 氏

飛 松 氏 松 村 氏

基
調
講
演

基
調
講
演

地
域
力
再
生
機
構
と

第
三
セ
ク
タ
ー
の
再
生

地
域
力
再
生
機
構
と

第
三
セ
ク
タ
ー
の
再
生

「
地
域
力
再
生
機
構
」研
究
会
座
長
　

　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
新
二
郎 

氏

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第
三
セ
ク
タ
ー
再
生
の
た
め
の

法
的
整
理
等
の
活
用

第
三
セ
ク
タ
ー
再
生
の
た
め
の

法
的
整
理
等
の
活
用

森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務
所
　
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

松
村
　
正
哲 

氏

森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務
所
　
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士

飛
松
　
純
一 

氏

１１

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

地
方
自
治
体
財
政
再
建
に

向
け
た
不
動
産
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

地
方
自
治
体
財
政
再
建
に

向
け
た
不
動
産
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

東
急
リ
バ
ブ
ル
　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
第
五
部  

部
長

東
　
和
輝 

氏

２２

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

自
治
体
財
政
再
建
に
お
け
る

第
三
セ
ク
タ
ー
の
現
状
と

地
域
力
再
生
機
構
の
役
割

自
治
体
財
政
再
建
に
お
け
る

第
三
セ
ク
タ
ー
の
現
状
と

地
域
力
再
生
機
構
の
役
割

日
本
総
合
研
究
所

調
査
部
主
席
研
究
員

持
永
　
哲
志 

氏

３３

地
方
の
活
性
化
と
Ｍ
＆
Ａ

地
方
の
活
性
化
と
Ｍ
＆
Ａ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

三
セ
ク
改
革
は
急
務

全
国
一
斉
が
効
果
的

透
明
・
公
正
性
は

法
的
整
理
が
勝
る

海
外
か
ら
の
投
資

呼
び
込
む
環
境
を

官
民
の
役
割
に
変
化

存
在
意
義
を
見
直
せ

経
営
陣
交
代
に
よ
る
再
生
を
藤
原
氏

状
況
は
変
化
、
見
直
し
必
要
築
尾
氏

三
セ
ク
が
必
要
な
領
域
は
縮
小
日
吉
氏

問
題
解
決
に
機
構
の
役
割
大
築
尾
氏

将
来
負
担
比
率
で
経
営
に
メ
ス
日
吉
氏

継
続
か
廃
業
か
の
決
定
を
早
く
藤
原
氏

討論するパネリストの各氏と
質問に答える高木氏（左端）
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